
 

和何則能尒 宇米能波奈知流 比佐可多能 阿米欲里由吉能 那何列久流加母 

我が園に  梅の花散る   ひさかたの 天より雪の   流れ来るかも 

わがそのに うめのはなちる ひさかたの あめよりゆきの ながれくるかも 

我らの園に 梅の花が散る  （枕詞）  天より雪が   流れて来るのだろうか 
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